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《
前
頁
か
ら
》『
闇
人
』(

文
芸
社)

と
言

う
歴
史
小
説
の
内
容
を
講
演
さ
れ
た
。

大
化
の
改
新
を
成
し
遂
げ
た
中
大
兄
皇

子
と
中
臣
鎌
子
の
生
涯
を
、
二
人
を
陰
で

支
え
た
山
師
集
団
を
絡
ま
せ
な
が
ら
、
大

和
王
権
の
成
立
過
程
を
話
さ
れ
た
。
史
実

を
基
に
調
査
、
そ
し
て
な
ぜ
、
な
ぜ
を
繰

り
返
し
て
探
究
さ
れ
、
ま
と
め
ら
れ
た
小

説
は
私
の
知
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
、

興
味
深
い
講
演
だ
っ
た
。

「
大
化
の
改
新
」
で
の
暗
殺
は
本
当
に

五
人
で
計
画
し
た
の
か
、
ユ
ー
モ
ア
も
交

え
、
色
々
の
政
治
的
な
駆
け
引
き
を
突
っ

込
ん
で
述
べ
ら
れ
た
。
中
大
兄
皇
子
の
実

母
は
時
の
皇
極
天
皇
で
あ
る
。
こ
の
事
変

二
日
後
、
孝
徳
天
皇
に
譲
位
さ
れ
た
。
生

前
の
譲
位
は
過
去
に
例
は
な
い
。
用
意
さ

れ
た
計
画
的
な
事
変
と
断
定
さ
れ
た
。

来
年
に
は
「
闇
人
Ⅱ
」
と
し
て
今
回
の

話
し
の
続
き
を
発
行
さ
れ
る
予
定
と
の
こ

と
。
内
容
は
壬
申
の
乱
と
そ
の
後
の
継
承

問
題
、
そ
し
て
「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」

の
成
立
過
程
。
是
非
と
も「
歴
研
サ
ロ
ン
」

で
又
、
聴
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
会
員 

近
藤
孝
正
）

十
一
月
七
日
、
三
十
八
名
が
赤
磐
市
を

探
訪
し
た
。
前
日
ま
で
の
予
報
で
は
雨
天

で
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
日
中
は
雨
が
降

ら
ず
、
助
か
っ
た
。

顧
問
の
佐
藤
光
範
氏
と
野
崎
豊
氏
の
案

内
で
十
箇
所
を
訪
問
し
た
。

バ
ス
の
中
、
佐
藤
光
範
氏
よ
り
古
墳
や

銅
に
つ
い
て
歯
切
れ
の
良
い
説
明
を
聞

き
、
予
習
が
で
き
た
。

最
初
に
岡
山
市
牟
佐
に
あ
る
牟
佐
大
塚

古
墳
を
見
学
し
た
。
古
墳
に
入
り
、
巨
石

の
大
き
さ
（
県
下
三
大
巨
石
墳
）
に
驚
い

た
。
石
棺
の
石
材
は
井
原
市
浪
形
山
産
出

の
貝
殻
凝
灰
岩
と
の
こ
と
。

次
に
、
水
濠
に
あ
る
両
宮
山
古
墳
を
訪

ね
た
。
古
墳
の
中
堤
を
歩
き
、
墳
丘
と
備

前
国
分
寺
跡
を
眺
め
た
。
墳
丘
の
全
長
は

二
百
六
ｍ
。
造
山
古
墳
、
作
山
古
墳
に
次

い
で
県
内
三
番
目
の
大
き
さ
で
あ
る
。

そ
し
て
赤
磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館
を
訪

ね
た
。
赤
磐
市
の
友
實
市
長
の
出
迎
え
を

受
け
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
赤
磐
市
の

考
古
資
料
の
収
蔵
・
展
示
品
に
つ
い
て
学

芸
員
の
判
り
易
い
説
明
に
参
加
者
一
同
う

な
ず
い
た
。

続
い
て
、
健
脚
の
人
は
山
の
上
に
あ
る

岩
神
神
社
に
登
り
、
拝
殿
奥
の
磐
座
、
ゆ

る
ぎ
岩
に
上
が
り
本
当
に
揺
れ
る
か
確
か

め
た
人
も
い
た
。

昼
食
は
、
神
社
の
境
内
で
山
菜
お
こ
わ

弁
当
や
赤
飯
弁
当
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

午
後
か
ら
は
赤
磐
市
の
最
北
端
、
是
里

に
あ
る
宗
形
神
社
に
参
拝
し
た
。

次
い
で
訪
ね
た
石
上
布
都
魂
神
社
に

は
、予
定
を
一
時
間
以
上
遅
れ
て
到
着
し
、

宮
司
か
ら
き
つ
く
お
叱
り
を
戴
い
た
。
境

内
で
は
氏
子
の
女
性
達
が
歓
迎
の
お
茶
の

準
備
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
こ
の
時
購

入
し
た
お
米
は
非
常
に
美
味
し
か
っ
た
。

帰
っ
た
後
に
お
米
一
俵
、追
加
購
入
し
た
。

石
垣
模
様
の
珍
し
い
三
代
天
神
を
巡

り
、
最
後
に
サ
ッ
ポ
ロ
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

に
立
ち
寄
り
ワ
イ
ン
で
喉
を
潤
し
た
。
そ

し
て
、
土
産
を
買
い
求
め
た
。

第
十
三
回

探
訪
会 

赤
磐
市 

く
ま
な
く
探
訪

▲富久 豊氏

赤磐市山陽郷土資料館にて友實市長（最前列右から３人目）

▲ ゆ る ぎ 岩（ 危 な い！
本当に大丈夫なの？）
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■
編
集
後
記
■

五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
会
員
交
流
会
が
開
か

れ
た
。
三
九
名
が
参
加
。
こ
れ
か
ら
の
歴
研
に
つ

い
て
喧
々
諤
々
。
疑
問
を
見
つ
け
て
そ
れ
を
解
明

す
る
の
が
歴
史
を
研
究
す
る
楽
し
み
、
そ
れ
と
比

較
検
討
し
な
い
と
歴
史
的
事
実
も
客
観
視
で
き
な

い
と
い
う
二
つ
の
意
見
に
共
鳴
し
た
。

県
内
の
歴
史
団
体
調
査
結
果
を
見
れ
ば
、
固
有

名
詞
を
持
た
な
い
の
は
岡
山
歴
研
だ
け
。
同
じ
く

持
た
な
い
全
国
歴
史
研
究
会
の
岡
山
版
を
目
指
し

て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
。（
楠
）

発
　
行　

岡
山
歴
史
研
究
会

会
　
長　

天
野
勝
昭

編
集
長　

楠 

敏
明

事
務
局　
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岡
山
歴
研
は
平
成
二
十
二
年
十
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
五
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

五
周
年
を
記
念
し
て
『
岡
山
歴
研　

五
年
の
歩

み
』
の
記
録
集
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
作
成
し
ま
し
た
。

五
年
間
の
活
動
記
録
・
資
料
集
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
で
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
プ
リ
ン
タ
ー

が
あ
れ
ば
印
刷
も
可
能
で
す
。

内
容
は
①
活
動
表（
年
度
別
）　

②
写
真（
多
数
） 

③
会
報
（
カ
ラ
ー
版　

創
刊
号
～
十
四
号
） 

④
新

聞
掲
載
記
事　

⑤
設
立
準
備
会　

⑥
全
国
歴
研　

⑦
定
期
総
会　

⑧
探
訪
会
（
一
～
十
三
回　

⑨
歴

研
サ
ロ
ン
（
一
～
十
三
回
）　

⑩
歴
研
講
座
（
一

～
四
）　

⑪
会
員
交
流
会　

⑫
歴
史
関
連
団
体
調

査　

⑬
そ
の
他

フ
ァ
イ
ル
数
（
約
千
件
）
フ
ォ
ル
ダ
数
（
約

百
五
十
件
）
容
量
サ
イ
ズ
（
約
一
Ｇ
Ｂ
）

販
売
価
格
：
五
百
円
（
税
込
み
）
送
料
：
百
円

申
込
：
岡
山
歴
史
研
究
会
事
務
局
へ

お知らせ
第 14 回探訪会

新春ウォーク
西川・枝川公園界隈

日時：1月 10 日（日）
集合場所：緑道公園北端・入口
（きらめきプラザ北西角・案内
標識あり）

集合時間：9 時 45 分
参加費：5 ００円（資料 / 保険）
解散：13 時頃　流れ解散
案内：岡山市観光ボランティア

ガイド
行程：西川の遊歩道を流れに沿い

歩く。途中、宇喜多家の菩提寺
光珍寺、セントラルホテル 10
階（武家屋敷杉山邸の一部を移
築）を見学。旧 2 号線を超え
枝川の終わりまで約 3Km。

参加申込：岡山歴研事務局
申込〆切：1 月 5 日

岡
山
歴
史
研
究
会
設
立
五
周
年
記
念

Ｄ
Ｖ
Ｄ

記
録
集
﹃
岡
山
歴
研 

五
年
の
歩
み
﹄

会費は現在年額 2 千円ですが、会
員としてのメリット向上策の検討も含
めて企画委員会、運営委員会での方向
付けを踏まえて、来年度 4 月から年
額 3 千円に増額を予定しております。

発足以来 5 年間、2 千円の年会費
を基に、活動内容を会報発行では年 1
回から 3 回、紙面も 4 頁から 8 頁に、
そしてホームページの開設、歴研サロ
ンと歴研講座の実施、探訪会年 3 回
実施等々財源確保も工夫しながら充実
してきました。今後、現状を維持し、
更に充実させていくためには、消費税
が再来年度には 8％から 10％になる
ことが確定していることも考慮すると
2 千円のままでは運営が難しくなりま
す。是非とも千円の増額について会員
皆様のご理解、ご協力をお願いいたし
ます。

来年度 4 月からの
会費増額のお知らせ

﹁
歴
史
小
説
創
作
の
苦
心
と
喜
び
﹂

（
鼎
談
）

￤

小
説
家
三
名
が
本
音
で
語
る

￤

講
師　

岡
將
男
氏
、
富
久
豊
氏
、
平
茂
寛
氏

　
　
　
　
（
歴
史
小
説
家
会
員
三
名
）

日
時　

二
月
二
十
八
日
（
日
）
十
三
時
半
～

場
所　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
二
階
大
会
議
室

（
旧
国
立
病
院
跡
）

参
加
費　

会
員
・
一
般
と
も　

五
百
円

定
員　

六
十
名
・
要
申
込
（
事
務
局
）

お
知
ら
せ

第
十
三
回

歴
研
サ
ロ
ン

︻
訂
正
と
お
詫
び
︼

前
号
　
九
頁
　
岡
山
の
甲
冑
の
文
章

二
段　

十
四
行
目

（
誤
）
関
東
で
作
ら
れ
た

（
正
）
関
東
武
士
が
使
っ
た

三
段　

一
行
目

（
誤
）
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
甲
冑
が
完
成
さ
れ
、

（
正
）
鎌
倉
時
代
の
甲
冑
で
は
、

以
上
、
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。


